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Ａ．研究目的 
発災直後は救急救命の医療救護活動が中心にな

るが、避難所等における避難生活も発災直後から

始まり、保健・医療・福祉に関わる健康被害のリ

スクとニーズが一気に高まる。災害関連死を防ぐ

ためには、発災直後から、医療対策だけでなく、

保健予防活動、環境衛生対策及び福祉支援活動等

の公衆衛生活動に着手し、中長期的な視点で保

健・医療・福祉の多職種、多機関による分野横断

的な支援体制を構築することの重要性が認識さ

れている。   
令和２年７月豪雨災害で活動したDHEATを対

象に実施したアンケート調査において、特にDM
ATは、最も連携を必要としたチームとなってい

る。災害対応の専門性が高く、機動力を持ち合わ

せ、実践的なノウハウを持つDMATと、行政組織

の基本的な仕組みと意思決定プロセスを熟知し

ているDHEATとの協働が、被災地行政が行う指

揮調整機能を支える多層的な仕組みとして機能

することが効率的である。 
阪神淡路大震災以降、災害時における保健医療

福祉活動は着実に発展を遂げてきているが、気候

変動による豪雨など新たな災害リスク、多様化す

る災害への備え、人材育成、ICTの活用、地域間

連携の強化など、更なる保健医療福祉活動体制の

整備と強化を通じて、被災者の命と健康を守る取

り組みを今後も発展させていく必要がある。 
本研究では、令和６年度に実施された九州ブロ

ックDHEAT訓練、東海・北陸ブロックDHEAT
訓練の内容及びアンケート調査結果をもとに、D
MATとDHEATの連携に関する成果と課題につ

いて検討する。 
 
Ｂ．研究方法 
令和６年度 九州ブロック DHEAT 訓練及び

東海北陸ブロック DHEAT 訓練内容及びアンケ

ート調査結果をもとに、検討を行った。 
 

訓練概要（表１） 
１.九州ブロック DHEAT訓練 
開催日: 令和 6 年 9 月 6日（金） 
場所: 長崎県庁（集合型図上訓練） 
被害想定: 雲仙断層南西部北部地震 

（最大震度 7） 
参加者: 九州ブロック構成県 DHEAT、長崎県  

DMAT 等 
 

２.東海・北陸ブロック DHEAT訓練 
開催日: 令和 6 年 10 月 21日（土）22日（日） 
場所: 富山県庁ほか（実働訓練） 
被害想定: 呉羽山断層地震（最大震度 6 強） 
参加者: 東海・北陸ブロック構成県 DHEAT、

研究要旨：本研究では、ブロック訓練の実施により DMAT 等支援チームとの顔の見える関係の構築

を推進し、効果的な連携方法について検討することを目的としている。研究１年目である今年度は

九州ブロックおよび東海・北陸ブロック DHEAT訓練をもとに検討を行った。２つの訓練では両者

の連携が円滑に進んだとの評価がある一方で、連携機会の不足や情報伝達の遅れ、役割分担の不明

確さや意思決定プロセスの遅れが課題として挙げられた。課題に基づく今後の方針として、①専門

性や活動フェーズ等に基づいた役割分担の明確化、②平時からの情報共有システムやツールの活用

準備、③DHEAT の専門性やマネジメントスキル向上、④DMAT との事前調整および訓練シナリオ

の強化が挙げられた。次年度、九州ブロック DHEAT協議会では九州・沖縄ブロック DMAT の協

力のもと、実践的な連携強化を図るブロック訓練を実施する予定である。これにより、DMAT と

DHEAT が相互に補完しながら、被災地支援を効果的に進めていく体制構築を目指す。 
 

135



富山県 DMAT 等 
 
アンケート調査 
調査方法: オンラインアンケート 
質問内容: 選択肢形式（単一選択）と自由記載 
回答者数: 
・九州ブロック: 64名（回答率 67.4%） 
・東海・北陸ブロック: 72名（回答率 45.9%） 

 
C．研究結果 
（１）九州ブロック DHEAT訓練 
DMAT との連携について、「普通」及び「非常

に円滑に行われた・円滑に行われた」がそれぞれ

34%、31%、「あまり円滑に行われなかった・全

く円滑に行われなかった」が 22%、「連携の必要

性がなかった」が 13%であった（図１）。この調

査結果から、DMAT との連携が「円滑に行われ

た」とする評価（「非常に円滑に行われた・円滑

に行われた」）が全体の約３割を占め、一定の成

果が見られることがわかる。一方で、「あまり円

滑に行われなかった・全く円滑に行われなかっ

た」が 22%であり、改善の余地もあると考える。 
 参加者所属別の回答では、開催県の参加者が

「円滑に行われた」と回答し、九州ブロック自治

体の参加者が「あまり円滑に行われなかった」と

回答している（図２）。開催県では、平時から長

崎県DMATとの関係性が構築されている点が示

唆される。 
また、参加者の訓練役割別では、保健所本部要

員が最も多く「円滑に行われた」と回答している

（図３）。今回、DMAT 調整本部から保健所本部

へリエゾンを派遣するという訓練シナリオであ

ったため、実践的な効果を得やすかった可能性

が考えられる。 
 できたこととして、「医療班と保健福祉班が近

接して本部で活動しており、合同打ち合わせが

しやすかった。」、「保健所に DMAT 隊員やリエ

ゾンが派遣され、DHEAT や本部要員とのやりと

りがあった。」、「リエゾンの派遣により、情報交

換や調整がスムーズに行えた。」、「DMAT の調整

担当が上手にリードし、助言やサポートが得ら

れた。」等が挙げられた。 
できなかったことや課題として、「直接の関わ

りや情報共有が少なかった、または連携に至ら

なかった。」、「DMAT と DHEAT の間での調整

や連絡のタイムラグが発生した。」、「DMAT 調整

本部が保健所の動きを把握せず、独自に派遣を

行ったケースがあった。」、「訓練設定が不十分で、

DMAT との連携を促すイベントが不足してい

た。」等が挙げられた。 
 
（２）東海・北陸ブロック DHEAT訓練 
DMAT との連携について、「非常に円滑に行わ

れた・円滑に行われた」が 50%、「普通」が 28%、

「あまり円滑に行われなかった・全く円滑に行

われなかった」が 7%、「連携の必要性がなかっ

た」が 15%であった（図４）。この調査結果から、

DMAT との連携が「円滑に行われた」とする評

価（「非常に円滑に行われた・円滑に行われた」）

が全体の半数を占め、「普通」との回答を合わせ

ると 78%に達しており、多くの参加者が実践的

な連携の成果を感じていることが分かる。 
 参加者所属別の回答では、東海・北陸ブロック

自治体の参加者が最も多く「円滑に行われた」と

回答し（図５）、参加者の訓練役割別では、保健

所 DHEAT 要員が最も多く「円滑に行われた」

と回答している（図６）。保健所本部では、東海・

北陸ブロック自治体から構成される DHEAT が

まず DMAT と連携を図ることにより、保健所本

部要員の負担軽減に寄与したことも示唆される。 
 できたこととして、「必要な情報提供や対応協

議がスムーズで、円滑に行えた。」、「同じフロア

やテーブルを共有し、情報の共有がスムーズだ

った。」、「DMAT のロジスティクスチームが保健

所活動を上手にサポートした。」、「保健所におい

てDMATが巡回情報や救護所の状況などを共有

してくれた。」、「DMAT が積極的に声をかけ、明

確な支持をしてくれたことで動きがわかりやす

かった。」等が挙げられた。 
できなかったことや課題として、「保健師派遣

の検討に集中しており、DMAT との連携機会が

なかった。」、「市町本部では DMAT との連絡タ

イミングがなかった。」、「救護所設置や地図プロ

ットの際に会話はできたが、具体的な業務連携

には至らなかった。」、「一部では DMAT の動き

がよく分からなかった。」等が挙げられた。 
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Ｄ．考察 
 九州ブロックDHEAT訓練及び東海・北陸ブロ

ックDHEAT訓練の結果をもとに、得られた成果

や課題を整理し、今後の方針を検討する。 
 
（１）主な成果 
１.情報共有、活動調整の向上 
訓練では、DMAT調整本部から各保健所本部等

へのDMATリエゾン派遣が行われ、派遣されたD
MATがスムーズな調整を促し、保健所本部要員

およびDHEATとの情報交換や相談を円滑に行

うことができた。また、DMATが積極的に情報提

供や助言を行い、本部運営活動を支え、DMATが
リードを取り、円滑な活動をサポートする場面

もあった。 
DMATと本部要員又はDHEATが同じフロアで

活動することにより、合同打ち合わせ等が容易

となり、両者の円滑な連携に寄与していた。 
 
（２）主な課題 
１.連携の未達成、連携の機会の不足 
訓練全体を通し、一部の参加者はDMATと直接

関わる機会が少なかったことから、連携を実践

的に深める機会が不足していた部分があった。

訓練シナリオのなかで、DMATとの連携を促す

仕組みが不足していた点が挙げられた。また、D
MATとDHEATの役割分担が明確でなく、情報

伝達のタイムラグが発生するなどした部分があ

った。 
２.意思決定プロセスの遅れ 
 DMATからの要請に対し、統括DHEATへの報

告・決定までのプロセス及びどの組織が最終決

定を行うのかが不明確な面があった。情報伝達

手段やツールが十分に活用されていなかった。 
 
（３）今後の取組方針 
各訓練におけるDMATとの連携は一定の成果

を上げたが、課題も散見された。特に、役割分担

と情報共有方法の明確化が重要であり、今後の

訓練や仕組みの改善を通じて、災害時における

効果的な連携体制を確立することが求められる。 
以下に、今後の連携強化に向けた取組方針につ

いて述べる。 
 

１.役割分担及び情報共有の仕組みの明確化 
DMATとDHEATの役割分担及びより積極的な

情報共有の仕組みを事前に具体化することが必

要である。 
まず、役割分担の考え方として、①専門性に基

づく役割分担、②活動フェーズに応じた役割分

担、③活動場所に応じた役割分担、が挙げられる。 
①について、令和６年能登半島地震においてD

MATは発災直後から医療提供体制維持のため、

被災した医療機関及び福祉施設における診療や

患者搬送等の支援、医療ニーズの高い被災者の

医療提供に係る搬送や調整等を実施している。D
HEATは、避難所状況に関する情報や被災者に

関する健康情報の整理・分析を行い、保健活動の

進捗管理や課題抽出、活動方針の策定などの活

動を行っている。DMATは「医療支援」の即応性

に強みがあり、DHEATは地域全体の健康管理や

中長期的な課題解決の支援に強みがあると考え

られる。   
②について、発災直後から急性期にかけて、D

MATは主に医療機関や福祉施設を中心とした医

療支援を展開し、DHEATは被災地行政組織の体

制構築の支援をしながら、避難所や地域での保

健医療福祉ニーズを把握する。中長期になると、

DMATは活動を次第に縮小、終了する一方、DH
EATは支援活動や調整業務を継続する。DMAT
は医師会等地元の医療団体と連携を図り、徐々

に業務や情報の引き継ぎを行いながら、その後

の医療に関するマネジメント体制が確立された

のちに活動を終了する場面が多い。また、過去の

事例では、DMAT活動終了に合わせて、DMAT
が担っている本部運営支援業務をDHEATが引

き継ぐなどの形もあった。このように、DMATと
DHEATは中長期を境に活動フェーズが異なっ

ていることから、DMATが業務内容をどのよう

に縮小整理し、どこに引き継がれるのか、DHE
ATは平時から把握しておくことが必要である。 
③について、求められる活動の階層としては、

都道府県、保健所、市町村レベルであること、ま

た関わる分野として医療・保健・福祉と広範囲に

またがっていることは、DMATとDHEATともに

共通している。DMATはまず災害拠点病院を優

先として支援活動を開始し、災害拠点病院の機

能維持が確保できれば、次に、一般病院、救助現
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場、介護保険施設、孤立集落・避難所・在宅被災

者の順に支援活動の範囲を広げていく。DMAT
の支援活動の展開状況に照らし合わせ、DHEAT
が避難所や在宅被災者から優先的に支援活動を

開始することを共通理解とすることができれば、

支援活動の重複や漏れがなく、DMATとDHEAT
が協働し、効率の良い被災者支援が展開できる

と考えられる。 
次に、DMATとDHEATとの情報共有の仕組み

について考察する。これまでの災害において、各

階層に設置される本部の実施する定期的な会議

が、DMATやDHEATをはじめとする支援チーム

と被災地行政、地元関係団体との情報共有等に

関して有効に機能することが分かっており、今

後の災害でも効果的な情報共有の場、協力体制

構築の場、さらには意思決定の透明性を確保す

る場として期待される。また、EMISやD24Hと

いった情報共有システムをとおして、医療機関、

避難所等の情報は共有できるため、DHEATはシ
ステムを活用できるよう平時から準備しておく

必要がある。実際の活動現場では、ICTを活用し

た情報伝達ツール（LINEグループ、Googleドラ
イブ等）の運用がDMATとDHEATの情報連携に

効果的だったことから、今後の災害でも活用さ

れることが想定される。さらに、災害ごとに両チ

ームで振り返りを行い、成功事例や課題を共有

し、次回以降の災害対応に向けた改善案を協議

することも、両者の情報共有の仕組みとして、有

効に機能するものと考える。 
 
２.DHEATの専門性の強化 
 DMATと協力体制を築いていくには、DHEAT
のマネジメントスキルをより高めていくことが

求められる。DHEATに対し定期的な研修を実施

し、災害時の意思決定プロセスや調整力を向上

させることや、ロールプレイ訓練等を通じて、D
HEATのリーダーシップを実践的に磨いていく

ことが必要である。また、災害後、支援活動に携

わったDHEATが、DHEATの果たした役割や成

果を報告書や学会発表を通じて公表し、DHEAT
の活動意義を広めたり、過去のDHEAT活動で得

た知見をまとめ、ガイドライン化などにより公

衆衛生活動に係る専門性をアピールするなど、D
HEATのプレゼンス向上に関する取組みも必要

であると考える。 
 
３.DMATとの検討の場の設定と、訓練シナリオ

の強化 
 次年度、九州ブロックDHEAT協議会では九

州・沖縄ブロックDMATロジスティックス検討

委員会の協力も得て、ブロック訓練の準備を進

める予定である。訓練前には九州ブロックDHE
AT協議会と九州・沖縄ブロックDMATロジステ

ィックス検討委員会との検討の場を複数回設け、

訓練被害想定やシナリオをもとに、これまで述

べた役割分担の考え方や情報共有の仕組みにつ

いて具体的に検討し、明らかにしたうえで、モデ

ル的な連携訓練になるよう取り組むことを考え

ている。また、訓練シナリオに、例えばICTを用
いた情報共有を促すようなイベントや会議等を

積極的に導入して、DMATとDHEATとの実践的

な連携を強化する訓練になるよう検討していく。 
 
E. 結論 
 九州ブロックおよび東海・北陸ブロックDHE

AT訓練におけるDMATとの連携は、一定の成果

を上げたが、役割分担や情報共有等の課題も挙

げられた。今年度の訓練の課題を踏まえ、次年度

はブロック訓練をとおした実践的な連携強化に

向けて、九州ブロックDHEAT協議会では九州・

沖縄ブロックDMATに協力を得て、組織的な検

討を行い、モデル的な連携訓練を実施する予定

である。 
なお、災害現場では状況が変化していくため、

柔軟な対応が求められる。DMATとDHEATの間
で、状況に応じて役割を重複させたりスライド

させたりすることが必要であること、両者はお

互いに補完し合いながら被災地を支援していく

チームであることの認識を持って、連携を進め

ていくことが重要である。 
 
F．研究発表 
１．論文発表（該当なし） 
２．学会発表（該当なし） 
 
G．知的財産権の出願・登録状況 
１．特許取得（該当なし） 
２．実用新案登録（該当なし） 
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（表１）九州ブロック及び東海北陸ブロック訓練の概要 
 

 九州ブロック DHEAT 訓練 東海北陸ブロック DHEAT 実働訓練 

実施日 令和 6年 9月 6日（金） 令和 6年 10 月 21 日（月）、22 日（火） 

開催場所 長崎県庁 富山県庁、富山市役所、中部保健所、射

水保健所、射水市、立山町 

被害想定 雲仙断層南西部北部地震 

（最大震度 7） 

呉羽山断層地震 

（最大震度６強） 

訓練内容 発災３日目および７日目における 

本部運営、支援受援体制構築 

発災直後から３日目までの初動対応   

(本部体制、支援受援体制） 

対象者 ・長崎県職員 

・九州ブロック構成県 DHEAT 

・長崎県 DMAT 

・富山県職員、射水市職員、立山町職員 

・東海北陸ブロック構成県 DHEAT 

・富山県 DMAT 

・日赤富山県支部 

特徴 ・集合型の図上訓練 

・初動対応に加え避難所等におけ

る公衆衛生課題への対応を含む。 

・実働訓練中心で、実務的な活動に焦点

を当てた訓練内容。 

 
 
（図１）DMATとの連携について（九州ブロック訓練） 
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（図２）DMAT との連携について（所属別回答）（九州ブロック訓練） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（図３）DMAT との連携について（訓練役割別）（九州ブロック訓練） 
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（図４）DMATとの連携について（東海・北陸ブロック訓練） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（図５）DAMT との連携について（所属別回答）（九州ブロック訓練） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

142



（図６）DMAT との連携について（訓練役割別）（九州ブロック訓練） 
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